
へいけつうん

一部を作用シリン F およひγF用空気室に入れたまま，そのとき

の圧力を保持するのである。このように分配弁は単独ブレーキ

弁または圧力空気室から直接にプレ ー キシリ γ ダに送気しない

で， 作用部を中継として容量の大きい元空気だめの高圧空気を

導入し ， 作用シリン ダとほとん ど等圧までプレ ー キシリンダに

込める機構となっており，作用部は11&Jihまたは自動ブレ ー キ作

用により，作用シ リ ンダ圧力の変化をそのままプレ ー キシリ γ

〆圧力変化として伝える中継部分であるから，単独または自動

プレ ー キ弁取扱による作用シ リ ンダ圧力操作を行えば， 自動的

にプレーキシリ γ ダの圧力制御ができる。

現在国鉄で使用 されている分配弁ーには 6 番， 14 番分配弁の 2

傾類があり，前者は ET 6, EL 6 A , EL 14 B, EL 14 BS ブレ

ー キ装置などに， 後者は EL 14 A , EL 14 AR , EL 14 AS, EL 

14 AAS プレ ー キ装置などに用いられる。 6 容と 14 呑分自己弁の

相逮点は， 1;表者にはブレ ー キの場合に， プ レーキ管の圧力空気

をあらかじめゆるめ管に入れておくための通路を設けてあるこ

とで，その他は外観 ・ 構造ともほ と んど変らない。 14 番分配弁

はプレ ー キ弁との配管長さが ET 6 のそれにくらべ長い場合に

周し、 ， プレ ー キ後，自動プレ ー キ弁ハンドノレを保ち位置に移す

と ， 作用シリ γ ダの空気がゆるめ管へ膨脹し圧力が降下するの

で，これを防止するため， あらかじめプレ ー キの場合につりあ

いすべり弁および度合弁の通路を経て， プ レーキ管の圧力をゆ

るめ管へ入れる巡路が構成される。 この通路は自動プレーキ作

用の初Jt!Jにおいて， プレ ーキ管がこの通路に連絡されブレー キ

管のi威圧を促進すること，すなわち急ブレ ー キ作用にも利用し

ている。また EL 14 AS, EL 14 AAS, EL 14 BS プレーキ装置

のように， 配管を簡素化するためにとくに分自己弁の弁部と空気

だめ問に中間体を設け，これに切換弁をつけた切換弁付分配弁

がある。 2 室空気だめには分配弁の取付箇所の状態に対応し，

ぎ装上の{更を考慮して空気だめ部の上または下部に取付足を設

けた 2 種のものが用意されており，これらと組合わされる分配

弁は， たとえば上足付 6 番分配弁， 下足付 1 4 番分配弁などと呼

ばれている。(高桑五六)

'̂ 
へいけつうんでん 併結運転 2 側列車を併結して 111同列車

として巡転することをしづ。ある区間餅結五E転して，ある駅か

ら 2 11品列車に分れて運転する場合と 2 プ'J iilíから各 lj問列車と

して運転されてきた 2 側列車を，ある以で例結して lj回列車と

して運転する場合とがある。機関車， 乗務員等を節約すること

ができ，また線路容量に余裕をもつことができる利点がある。

(橋本武司)

へいごうたくそう 併合託送 通迩~li 染者が，荷主は異なる

が発着駅を同じくする貨物を取りまとめ， 1 口として通連事業者

名義をもって鉄道に託送することをしづ 。 小口混íl主事扱も異な

る術主の小口貨物を取りまとめて混戦車扱として鉄道に託送す

るのであるが， これは小口混赦制度として確立されているので，

ここにいう併合託送とはいわない。この方法は， 1 荷主の委託

数量だけでは， 鉄道輸送制度からみて不経済となる場合に利用

され，荷主の運賃負担の軽減に資するもので古くから行われて

いた。しかし最近は特殊な場合以外は利用されない。(高柳卓)

へいさんうんちん 併算運賃 連絡巡貨を計算する場合に，

関係各連絡運輸機関所定の運賃を併算して号|針ーするものを併算

辺氏または併算 j~J運賃とし 、 う 。現在国鉄線の関与する連絡運輸

の場合の連絡運賃の中で，この併算運賃によ っているものは，

旅客巡貨ならびに111扱貨物巡貨の中で，例外として通算運賃に

よっている特定の社総!との場合を除く大部分の社線との場合で

ある。(鈴木与吉)

へいしゅうぜん 丙修織 所定の運転キロ(現行のものは下の

とおり)を標準に，または所定のWJ問(現行は 12 箇月)以内ごと

に工場または区で行う修繕で，主として走り装置(電気機関車

では各主要因路を含む)を修繕する 。

蒸気機関車の現行走行キロ

C51 , C54, C55 , C57 , C59 , C 60 , C61 , C62 50,000km 

C58, D50 , D 51, D 52, D60 , D 62 , C10 , C11 , 

C50, 8620 

E 10, 9600, C 12, C 56 

その他形式(入換専m機を含む)

電気信韓関車の現行走行キロ

40,000 

36,000 

30,000 

EF 52 , 53, 55, 56, 57, 58 60,000 

EF 1 0 ， 11 ， 12 ， 1 3 ， 14 ， 15 および ED 16 50,000 

EF 50, 51, ED 10, 11 , 13 , 14 , 15, 17, 18, 19, 

20, 21, 22 , 23 , 24 , 27, 35 30,000 

ED 40, 41, 42 15,000 

その他形式 20,000 
(石黒究)

へいすい乙うろ 平水航路 船舶を安全に航行させるために，

その大小 ・ 構造および設備に応じて，その船舶の航行区域が限

定される。この航行区域は船舶安全法に よ って平水区域 ・ 沿海

区域 ・ 近海区域および遠洋区域の 4 極に大別され， その各区域

を航行区域とする船舶に対し，その大きさ ・ 速力 ・ 構造および

設備の基準が示されている。平水区域は1/(11川港内および特定の

湾内等を区域とし， この区域内の航路を通常平水航路 と し、う。

(今留光国)

へいそく 閉塞 (英) blocking 鉄道は旅客 ・ 貨物宏輸送する

ために線路を敷設して，その上に列車を高速度で運転させるも

のであるから， その行動範囲は限定され， 道路上を走行する自動

車のように，他のlf王馬や通行人を見てこれを避けて走るという

ようなことはできない。また伽l動距離も長いので線路上に他の

列車や車両を発見してから停止手配を採ったのでは，間に合わ

ずにこれに衝突して，脱線転覆等の:，)l:放をおこし客貨に損傷を

与える恐れがある。したがってこれら線路上を走行する列車ま

たは車両相互の聞を統制して運転の安全をはかる必要がある。

この衝突防止の手段と して，ある一定の区域を 1 列車に占有 さ

せる方法を講ずる。このように一定の区成を l 列車に占有させ

ることを閉塞としづ。この閉塞を行う方法を閉塞方式といい，

閉塞方式を施行するため分割した区間を閉塞区間 と いっている。
(三和逮忠)

へいそくかいせん 閉塞回線 種々の閉纂方式のうち， 両端

の停車場が打合わせ， 協力して取扱わなければならない閉塞方

式に対して，双方の機禄相互間を電気的に結ぶ電線。これに属

する閉塞方式には通緊閉塞式，双信閉塞式， 連動閉塞式， 1ji線

の自動l羽塞式等があり ， 電線には通例 2 .0mm ないし 2.9mm の
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